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1.目的

陸奥湾のホタテガイ増養殖漁業は、昭和50年の大量へい死を克服し、近年は100億円産業に発展してき

たものの、依然として総量規制値を上回る過剰生産状態が続いている。現在使用している適正収容量は、

昭和49-50年調査によるものであり、その後の増養殖技術、生産体制及び漁場環境などが変化しているこ

とから、ホタテガイ適正収容量の見直しを行い、陸奥湾におけるホタテガイ増養殖の持続的安定生産を図

るものである。

2.方法

(1) 基礎生産量等の調査

図1に調査地点を示した。久

栗坂実験漁場(水深45m)及び

東田沢養殖漁場(水深35m)の

各1点で月 1回採水し、基礎生

産量(擬似現場法)、 POC量、

クロロフィルa量、栄養塩及び

動物プランクトン出現数を調べ

た。また、久栗坂実験漁場では

図2に示したような手法により

1月、 2月に沈降量も調べた。

① 基礎生産量等

.. .;，メント..，.ヲ

図1 基礎生産量等の調査地点

図2 沈降量調査方法

表面を含めた 5層(海表面に対する相対照度100%、50%、33%、10%、 1%層)から、バンドー

ン採水器(久栗坂)及びポンプアップ(東田沢)により採水した。久栗坂では光量子計 (LI-COR

LI-193SA)とCTD(Ocean Sensors Model OS200CTD)を用いて各水深を決定した。東田沢で

は補償深度を透明度の 3倍と仮定し、透明度を測った後、照度司水深の減衰関数として消散係数一

定の指数関数を用い、各相対照度に対する水深を算出した。試水は100μmネットで描過して各測

定に用いた。

基礎生産量はNaH13C02を用いた13C法により測定した。試水は1.15Rの透明ポリカーボネート瓶

に入れ、当研究所桟橋上の水槽(表面海水かけ流し)に遮光袋を被せて培養を行った。 POC量

及び、13C-atom%の測定は13C02アナライザー(日本分光EX-130S)で行った。

栄養塩は試水約20mPを0.45μmミリポアフィルターで滴過し、凍結保存後、オートアナライザー

(プランルーペ社TRACCS800)で硝酸塩、亜硝酸塩、アンモニウム塩、リン酸塩を測定した。

クロロフィルa量は試水1RをワットマンGF/Cフィ lレター上に漉過し、凍結保存後、アセトン

で抽出して蛍光法(日本分光FP-750)で測定した。

採水時の水温は、デジタル水温計 (SATO・KEIRYO SK-1250MC)で測定した。
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沈降量は海底上10mにセジメントトラップを42-44時間設置し、堆積したPOC量を元素分析計

(FISON EA1108)で測定した。

② 動物プランクトン

200μm以上の動物プランクトンは北原式定量閉鎖ネット(離合社)を海底上2mから鉛直引き

して採取し、 5%中性ホルマリンで固定後、プランクトン分割器(離合社5605-B)を用いて1/64

に分割し、全長測定及びソーティングによる乾燥重量測定を行った。これらの値を用いて、以下の

方法により種類毎に摂餌量、排t世量を計算した。

コベポーダ等(二枚貝、ホヤ類以外)の摂餌量は、乾燥重量と採水時の水温からIkeda& Motod 
aの方法1)により算出し、排池量はConoverによるCalanushyperboreusの同化率64%2)を用い

て算出した。乾燥重量は、コベポーダ(ノープリウスも同様)については全長と乾燥重量の相関

式3)を利用して、全長を測定して乾燥重量に換算した。それ以外は種類ごとにソーティングし、C

orningヌクレポアフィルター(ポアーサイズ0.4μm)上に3.5%炭酸アンモニウム溶液を用いて

櫨過後、乾燥機(IWAKI AFO-51)で600C24時間乾燥し、ミクロ電子天秤 (sartoriusMC 5 ) 

により乾燥重量を求めた。

二枚員の摂餌量は、アコヤガイラーパの殻長別摂食細胞数4)と植物プランクトン 1個体当りの

炭素量(長径、短径5μmの楕円体として体積を計算し、 1/10を乾燥重量、 0.4285を炭素量と

した)を用いて、排池量はイタヤガイラーパの消化率70%5)を用いてそれぞれ算出した。なお、

殻長は全て300μmとして計算した。

ホヤ類の摂餌量は、 Bonchdansky& deibellこよるOikopleuravanhoeffeni 1個体あたりの
清水量6)とPOC量から、排t世量はコベポーダと同様の率を用いて計算した。

20-200μmの微小動物プランクトンは、基礎生産量調査と同水深から漉過前海水を250me採水し、

5%中性ホルマリンで固定後、サイフォンにより上澄みを排出して濃縮し、全量を検鏡した。個体

毎の長径、短径、形状(円錐形、回転楕円体)から体積を算出し、比重0.1として体積から乾燥重

量を求め、以下の方法により種類毎に摂餌量、排t世量を計算した。

・繊毛虫の摂餌量は、 Muller& Gellerの増殖速度7)、 Hensenet a1.の総成長効率33%8)を用い
て摂餌速度を求め、現存量(乾燥重量)に摂餌速度を乗じて算出した。また、排出量は、 Hama

による繊毛虫の窒素換算の排t世量9)、 Benseによる植物プランクトンC/N比10)を用いて計算した0

. 繊毛虫以外の摂餌量、排出量は、コペポーダと同様の手法により計算した。

(2) 養殖及び地まきホタテガイ、底生生物、海藻枯死

① 養殖ホタテガイ

成長量(佐藤らの調査ω及び平成8-12年度健康評価試験山3)から軟体部重量の増減を計算)、

呼吸量(蔵田の式ωを補正、平成3、 8-1ロ2年度の乾燥重量H山1ロ山2.1ω と1凹98邸5-2却Oω0∞O年青森ブイ l日5ml水k 
温を用いて計算)入、排池量(富士の試験時ω)の年平均値3初0%)入、放卵量 (ω2年貝は平成9-1臼3年度母貝調

査、 l年員は平成11年度健康評価試験ωから計算)から 1個体当りの時期別摂餌量を算出した。

また、稚貝数(平成12-13年度青森県漁連水揚げ量から逆算)、ホタテガイのへい死率(平成9

-13年度養殖実態調査)、時期別の出荷割合(平成11-12年度県漁連水揚げ量から計算)を用いて、

時期別、養殖種類別のホタテガイ現存枚数を求めた。これらの値を用いて、地域別、時期別、養殖

種類別にホタテガイの摂餌量、排t世量を求めた。

② 地まきホタテガイ

成長量(平成9-12年度ホタテガイ増殖漁場評価試験則7.削)、平成8-10年度母貝調査から軟体
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部重量の増減を計算)、呼吸量(平成8-12年度の軟体部重量から換算した乾燥重量、 1985-2000

年東湾ブイ底層水温から計算)、排池量(同上30%)、放卵量(平成9-14年度母員調査から計算)

から 1個体当りの時期別摂餌量・排池量を算出した。

また、放流枚数(平成12-14年度地まき実態調査)、ホタテガイのへい死率(平成9-11年度地

まき実態調査)、時期別の出荷割合(平成11-12年度青森県漁連水揚げ量から計算)を用いて、時

期別のホタテガイ現存枚数を求めた。これらの値を用いて、漁場別、時期別にホタテガイの摂餌量、

排t世量を求めた。

③ 底生生物

ホタテガイと餌料競合関係にある櫨過食性の底生生物について、平野らの試算結果20)を昭和58-

平成7年度陸奥湾漁場保全基礎調査ωの生息密度で補正して求めた。

④ 海藻枯死による有機物添加量

東湾の藻場面積22)と、 1日1rrr当りのアマモ枯死量mから、東湾における藻場白枯死量を求め、

地まき漁場への有機物供給量を試算した。

3.結果

(1 ) 基礎生産量等の調査

① 採水水深

図3及び付表1に久栗坂と東田沢における採水水深の推移を示した。東田沢では 1年を通して比

較的底層付近まで採水できたが、久栗坂は中層までしか採水できなかった月が多く見られた。

久累坂 車田沢

H14.4.1 H14.8.1 H14.12.1 H15.4.1 H14.4.1 H14.8.1 H14.12.1 H15.4.1 

時期 時期

図3 採水水深の推移

②光量

図4及び付表2に久栗坂における採水時の光量を、図5に表層と底層(水深約45m)の光量を示

H14.4 H14.8 H14.12 H15.4 

時期

図4 久栗坂における採水時の光量
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した。表層の光強度は115--512μmolの範囲であり、 5月に最も高い値を示した。底層は 0--105

μmolの範囲で推移したが、 7--10月はほとんど光が届いていない状態であった。

③ 採水水温

図6、付表1及び付表3に久栗坂及び東田沢における水深別及び全層平均の採水時の水温を示し

た。なお、水深別グラフは、以下全てのグラフについて、各月の最深水深のデータを、海底(久栗

坂45m、東田沢35m)にプロットして表示した。

平均水温は久栗坂は4.9--21.90C、東田沢は4.4--21.60Cの範囲で推移し、夏場は成層化により表

層で水温は高いが、冬場は鉛直混合により全層でほぼ同じ水温であった。
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栄養塩

図7、図8、付表1及び付表3に久栗坂及び東田沢における水深別及び全層平均の窒素塩(硝酸

態窒素と亜硝酸態窒素の合計)と燐酸塩の推移をそれぞれ示した。

窒素塩は、久栗坂で0.07--4.17μmol、東田沢で0.03--2.75μmolの範囲にあった。両地点とも鉛

直混合により11--12月に全層で高い値を示したほか、久栗坂では9月の底層 (43m)で4.17μmol、

東田沢では4月と 5月の表層 (4m、om)で2.29、2.75μmolと高い値を示した。
燐酸塩は、久栗坂で0.01--0.62μmol、東田沢では0.01--0.21μmolの範囲にあった。窒素塩と同

様に両地点とも鉛直混合により11--12月に全層で高い値を示したほか、久栗坂では5--7月の表層

~底層で0.2μmol前後、 9月の底層 (43m)で0.62μmol、東田沢では6月の表層 (0--8 m)で0.12

7月の中層 (20m)で0.14μmolと高い値を示した。

図6

④ 
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基礎生産量

図9、付表1及び付表3に久栗坂と東田沢における水深別及び単位面積当りの基礎生産量の推移

を示した。基礎生産量は平成13年度と同様に日照時間及び現場法比較による補正を行った。

久栗坂では、単位面積当りで見ると全層で高い生産力の見られた12月に571.1mgC/rrf!日と最も

高く、水深別で、は7月の表層 (0m)で16.6mgC/ぱ/日、 12月の表層 (0m、7m)でそれぞれ18.9

mgC/ぱ/日、 20.4mgC/ぱ/日と高い値を示した。

東田沢では、単位面積当りで見ると 7月と10月に177.6mgC/rrf!日、 152.6mgC/rrf!日と高く、水

深では同じく 7月、 10月の表層で20.9mgC/ぱ/日と高い値を示した。鉛直混合期のピークが見られ

ず、久栗坂と比較しでも全体的に低い傾向で推移した。
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クロロフィルa量

図10、付表1及び付表3に久栗坂と東田沢における水深別及び全層平均のクロロフィルa量の推

移を示した。

久栗坂では、全層平均で見ると 1月に3.07mg/ぱのピークを示したほか、水深別では4-5月の

底層で2mg/rrl前後の高い値を示した。

東田沢でも、全層平均で見ると同じく 1月に3.29mg/rrlとピークを示したほか、水深別で、は10月

の表~中層で1.1-1.6mg/rrlと比較的高い値を示した。

基礎生産量とは異なり、クロロフィルa量は久栗坂も東田沢もほぼ同じようなレベ、ルで推移した。
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POC量

図11、付表 1及び付表3に久栗坂、東田沢における水深別及び単位面積当りのPOC量の推移を

示した。単位面積当りでは、久栗坂は4，093~8 ，858mgC/ rrf、東田沢は2，946~6.898mgC/rrfの範囲

で推移しており、久栗坂の方が東田沢よりも高い傾向で推移した。

⑦ 

久栗坂 東田沢

10.000 

8，000 

内

UAU
 

内
H
w
a
n
v
 

(主
¥
O国

E
}
o
o
a

4，000 

10，000 

8，000 

可E
ミ6，000
E 。。
乱

4，000 

2，000 2，000 

O 

H14.4.1 

O 

H14，4，1 H15.4，1 

3ω 

2∞ 

1∞ 

H14.12.1 H14.8.1 

(E)
限
延

H15.4.1 

町C/m3

H14.12.1 H14.8.1 

(E)
睡
眠
長

H15.4 H14.12 

時期

POC量の推移(上が単位面積当り、下が水深別)

nu 

H14.8 H14.4 H15.4 H14.12 

時期

図11

H14.8 H14.4 



単位面積・日当り

(mgC/ml目)
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表1 久栗坂における沈降量

調査月日 希釈率分析値×希釈率

(設置時間) (μg) (μg) 

H15.1.8 2 2，077 4，153 

(42時間) 5 821 州07

1o 448 4，481 

2 2，942 5，884 

5 1，576 7，879 

1o 824 8，239 

沈降量

表1に久栗坂における沈降量調査の結果を示した。

1月は39mgC/rrU日、 2月は63mgC/rrU日であり、

平成12-13年度の 6-11月の結果3、刊と比べると、比

較的低いレベルであることがわかった。

⑧ 

H15.2.4 
(44時欄)

動物プランクトン (200μm以上)

図12及び付表4に200μm以上の動物フ。ランクン

⑨ 

の出現数の

推移、組成を示した。

出現数は久栗坂では128，000-849，600個体/rrlで推移し、 7月にピークを示した。東田沢では3，200

-776，000個体/rrlで推移し、 1月に最も高い値を示した。両地点ともコベポーダ、ノープリウスが

優占種(年平均で58-68%)となっており、次いで二枚貝(同13-31%)、ホヤ類(同 7-13%) 

の順となっている。
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の出現数の推移

図13及び付表5に動物プランクトンの摂餌量の推移、組成を示した。

久栗坂では45-850mgC/rrl/日の範囲で 7-8月にピークがあり、東田沢では 8-759mgC/ rrl/ 

日の範囲で8月にピークを示した。両地点とも夏場に高く、冬から春にかけて低い傾向を示した。

また、組成としては、両地点ともコベポーダ、ノープリウスの摂餌量(年平均で65-69%)が最

も多く、その他甲殻類(同10-12%)が次に多かった。
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図14及び付表6に動物プランクトンの排滑量の推移を示した。

久栗坂で21-304mgC/rrU日、東田沢で3-273mgC/ rrU日の範囲で推移し、摂餌量と同じ傾向

を示した。
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微小動物プランクトン (20-200μm)

図15及び付表7、8に微小動物プランクトンの出現数の推移を示した。

久栗坂では2，985-13，221x 103個体/rrlの範囲で1月にピークがあり、東田沢では1，537-5，803x 
103個体/rrlの範囲で目立ったピークは見られなかった。

種類別に見ると、繊毛虫が優占(年平均で42-68%)

42%)、二枚貝(同9-16%)の!順であった。

メムγリウス
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図16及び付表9、10に微小動物プランクトンの摂餌量の推移を示した。

久栗坂は 9~176mgC/nU日で推移し、東田沢は12~239mgC/nU日で推移した。両地点とも夏

場に高く、冬から春にかけて低い傾向を示した。

種類別に見ると、ノープリウスが優占(年平均で70~79%)

24%)、二枚員(同 5~ 7 %)の順であった。
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図17及び付表11、12に微小動物プランクトンの排池量の推移を示した。

久栗坂で4~66mgC/ nU日、東田沢で 4~89mgC/IIU日の範囲で推移し、摂餌量と同じ傾向を

図16

示した。
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(2) 養殖ホタテガイ、地まきホタテガイ、底生生物、海藻枯死

① 養殖ホタテガイ

図18及び付表13に養殖ホタテガイ 1個体当りの摂餌量、排t世量の推移を示した。

成長とともに摂餌量は増大する傾向にあるが、成熟の影響により 1年目 5月と 2年目 4月に一時

的に減少するほか、高水温と餌料の減少により 1年目10月と 2年目10月にも一時的に減少する傾向

を示した。なお、排池量についても、同様の傾向を恭した。
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図18 養殖ホタテガイ 1個体当りの摂餌量、排濯量

図19及び付表14に、西湾、東湾における養殖ホタテガイの現存枚数、摂餌量、排池量の推移を示

した。

現存枚数は、両湾とも稚貝採取後の 9月に最も多く、西湾で902X 106個体、東湾で886X106個体

となっている。西湾の方が、養殖貝、中でもo~ 1年貝の割合が高いのが特徴的である。
摂餌量は、西湾では68~178mgC/ rrf /日、東湾では37~89mgC/rrf/日で推移した。両湾とも、前

年産と前々年産の貝を保有し、かっ、水湿の上昇とともにホタテガイの成長が伸びる 4月が摂餌量

のピークとなっている。その後は、半成員や成員の出荷、水温の上昇による活力低下に伴い、夏季

以降の摂餌量は低く推移する。なお、西湾は東湾に比べて漁場面積が約 1/2と小さいことや現存

枚数が多いことから、単位面積当りの摂餌量はかなり高くなっている。

排池量は、西湾は17~56mgC/rrf/目、東湾は 9~28mgC/ rrf/日の範囲で推移し、摂餌量と同じ

傾向を示した。
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地まきホタテガイ

図20及び付表15に地まきホタテ

ガイ l個体当りの摂餌量、排I世量

の推移を示した。

成長とともに摂餌量は増大する

が、養殖貝と比較すると全体的に

摂餌量の増加は緩やかな傾向を示

し、摂餌量のピークが10-11月に

見られるのが特徴的である。排t世

量も同様の傾向を示した。

② 

地まきホタテガイ 1個体当りの摂餌量、排?世量
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図21及び付表16に、東湾における地まきホタテガイの現存枚数、摂餌量、排池量の推移を示した。

現存枚数は、秋放流後の12月に245X106個体と増加し、その後、春放流後の 4月に264X106個体

とピークに達した。

摂餌量は、放流漁場毎に見ると O年貝(残

存員含む)が34-81mgC/rrU日、 1年員が61

--236mgC/ rrU日、 2年貝が80--177mgC/ nf 

/日で推移した。ホタテガイの成長に伴い l

年員は11月、 2年貝は12月にピークに達した。

排池量についても、同様の傾向で推移した。
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図21 東湾の地まきホタテガイの現存枚数(上)、摂餌量(右下)、排班量の推移(左下)

③ 底生生物

図22及び付表17、18に、東湾における

底生生物の現存数、摂餌量、排池量の推

移を示した。

底生生物の生息密度は、昭和54年には

414個体/nfだったが、昭和58年~平成7

年には平均で226個体/nfと約半分に減少

している。

また、摂餌量は、 11--23mgC/ nf/目、

排池量は 2--7 mgC/ nf/日の範囲と考

えられた。
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図22 東湾における底生生物の摂餌量、韓鑑量の推移

④ 海藻の枯死による有機物添加量

東湾の藻場面積は33畑2、東湾の優占種であるアマモの枯渇量は156mgC/nf/日であることから、

東湾では5，216，183，221mgC/日の有機物が供給されると考えられる。

また、アマモの分解は非常に遅いことから、長期的に見て東湾全域(約1，000km2) に拡散すると

すれば5.1mgC/nf/日の有機物が地まき漁場に添加されるものと考えられる。
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4.考 察

3年間の調査結果を基に、養殖及び地まきホタテガイ漁場における有機炭素を指標とした餌料収支を試

算した。試筆にあたっては、基礎生産量、 POC量、動物フ。ランクトン摂餌・排池量、沈降量は平成12-13

年度調査結果の平均値を、養殖及び地まきホタテガイの摂餌・排池量、底生生物の摂餌・排池量、海藻の

枯死による有機物添加量は平成14年度試算結果を、養殖漁場外からの添加量、養殖付着物の摂餌・排池量、

河川|からの流入量は平成13年度試算結果をそれぞれ用いた。

(1) 養殖漁場の餌料収支

図23及び付表19に西湾、東湾における養殖ホタテガイ漁場における餌料収支の推移を示した。

収入(餌料供給量)については、両湾とも基礎生産量による添加が最も大きな割合を占めており、

全体的に東湾よりも西湾の方が高い傾向を示した。

支出(餌料消費量)については、動物プランクトンの摂餌量が相対的に多く、時期別に見ると夏場

にかなり高い傾向を示した。ホタテガイの摂餌量は 3-4月がピークになっているが、この時期に摂

餌圧の高い前年産貝(半成貝)を大量に抱えると、餌料環境の悪い年や出荷が遅れた場合などには、

動物フoランクトンとの餌料競合が生じることにより、歩留まり低下や夏場のへい死を招く危険性が考

えられる。
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(上段は餌料供給量、下段は餌料消費量)
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地まき漁場の餌料収支

図24及び付表20に東湾における地まきホタテガイ漁場における漁場別の餌料収支の推移を示した。

O年貝の漁場では月別に見ると餌料供給量が常に上回っているが、 1年貝漁場では10月-3月に、

(2) 

2年貝漁場では4月及び9-12月に餌料消費量の方が上回っている。

餌料の不足分については堆積物中の有機物を利用していると考えられが、仮に 1年単位で収支を比

較した場合、 0年貝漁場では51mgC/rrU日、 1年貝漁場では 3mgC/rrU日、 2年貝漁場では 2mgC/

rrU日になる。

底質中のPOC量や有機物の分解・還元量に関するデータが不足していることから、試算結果の検

証は難しいが、山本25)の最大生息密度6個体/rrfに対して、現在の東湾の放流枚数は3.7-7.3個体/rrf

(平成11-13年度)、採捕時密度は2.2-4.1個体/rrfとなっている。このような生産の現状が、地まき

ホタテガイの成長や歩留りを考慮して各漁協が放流枚数を減らした結果であることを考えれば、現在

の適正放流枚数は約6個体/rrf (採捕時約3個体/rrf)と考えるのが妥当であろう。
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(3) 適正収容量について

現在の陸奥湾における養殖規制値は10月時点で14億1，202万枚であるのに対して、現状では18億

7，558万枚(付表14、16)のホタテガイが収容されている。

また、養殖ホタテガイ実態調査における幹綱 1m当りのホタテガイ収容密度は年々増加傾向にあり、

平成14年度春季実態調査では過去最高の599枚1mを記録するなど、依然として過密養殖が進行してい
る状況にある。

養殖実態調査における幹綱 1m当りのホタテガイ収容密度と軟体部歩留りには逆相関が見られ、生

産枚数を増やしても生産量は思うようには増加しないこと、さらに、生産量の増加により単価が下が

り、生産金額が思うようには伸びないということが、これまでも様々な会議等で報告され周知の事実

となっている。

こうしたことから、生産金額の減少を数量でカバーしようとする現状の経営戦略は早急に見直す必

要があり、現状の養殖枚数18億7，558万枚については大幅に削減すべきものと考えられる。

今回の調査結果を基に、①養殖ホタテガイの月別摂餌量がマイナスにならない、②地まきホタテガ

イは現状維持、③半成員、新貝の年間生産量はそれぞれ2万トン、 2万7000トン以内、といった設定

条件により適正収容枚数を試算したところ13億6，199万枚という結果が得られた(表2)。

今回の餌料収支の試算はあくまでも西湾l点、東湾1点の調査データを用いた平均値であること、

養殖漁場外からの流出入量など不足しているデータがあることから、実際の養殖許容量はある程度の

幅があるものと考えられる。

しかし、前述のとおり枚数を増やしても歩留り低下と単価低迷という悪循環に陥る危険性があるこ

とを踏まえると、今回の試算結果は非常に厳しい数値ではあるが、持続的にホタテガイ漁業を営んで

いくための l目標として実行していくべきものと考える。

表2 陸奥湾にお11るホタテガイ適正収容量

単位:千枚

養殖

種類 種員 1年貝 種貝

地まき

1年貝 2年貝
合計

現在の総量規制値 養殖 444，450 147，890 

半成員 264，490 

小計 708，940 147.890 

234，000 201，290 119，900 
1，412，020 

合計 856，830 555，190 

現状 養殖 748，000 342，247 

半成員 483，000 

小計 1，231，000 342，247 

139，543 113，527 49，270 
1，875，587 

合計 1，573，247 302，340 

シュミレーション値 養殖 496，099 235，763 

半成貝 327，789 

小計 823，888 235，763 

139，543 113，527 49，270 
1，361，991 

合計 1，059，651 302，340 
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付表 1-1 基礎生産量調査等の結果(久栗坂)

月日 光量水諜擦氷水温 '目D74ba NH4 P04 NOs'神崎 基植生産 POC 
(%) (m) 何〉 (mg/rTI) 〈μmol) (μmol) 〈μrnol) (mgCIトン/目) (mgC/rTI) 

H14.4.17 1∞ 。 10.5 0.57 0.07 0.01 0.09 2.26 114.2 
50 14 10.4 0.49 0.07 0.02 0.10 3.75 119.7 
却 40 9.4 2.17 0.19 0.07 0.11 3.27 1毘 O

H14.5.15 100 。 13.9 0.16 0.34 0.18 0.15 4.15 105.6 
50 2 14.2 0.19 0.05 0.01 0.16 0.03 29.6 
30 20 11.9 0.32 0.11 0.03 0.10 0.56 n.o 
10 却 11.4 1.18 O.随 0.05 0.07 0.78 1羽'.1

41 10.6 1.86 0.80 0.26 O.担 0.14 171.9 

H14.6.13 100 。 16.5 0.34 0.09 O.倒 0.33 6.02 90.2 
50 7 16.4 0.33 0.11 O.叫 0.27 3.69 141.9 
30 13 16.3 O.却 0.10 0.17 0.15 3.28 170.4 
10 32 14.5 0.68 0.08 0.16 0.15 0.31 1桝5

H14.7.9 1∞ 。 20.2 0.24 0.14 0.06 0.28 16.57 157.6 
50 7 18.8 0.21 0.16 0.15 0.43 8.96 129.3 
却 12 17.5 0.15 0.12 0.05 0.18 a制 123.4 
10 24 17.1 0.24 0.12 0.04 0.15 O.舗 152.8 

33 16.4 0.47 0.12 0.1但 0.13 0.05 174.2 

H14.8.1 100 。 22.2 0.18 0.13 0.03 0.25 6.45 125.4 
50 3 22.4 0.20 0.15 0.02 0.31 7.34 125.4 
却 8 22.1 0.18 0.13 0.03 0.16 2.31 111.2 
10 13 22.0 0.18 0.11 0.03 0.16 O.掲 154.6 

16 21.6 0.23 0.14 0.04 0.16 0.00 1窃.2

H14.9.9 1∞ 。 22.8 0.16 0.15 0.05 a担 1.29 114.9 
国 7 22.8 0.16 0.11 a筒 0.21 0.45 126.3 
30 12 23.0 0.21 0.07 a閃 0.12 0.16 119.3 
10 24 22.9 0.29 0.08 0.06 0.15 0.06 136.3 
1 43 18.0 0.19 0.16 0.62 4.17 0.00 238.6 

H14.10.17 100 。 19.5 O.担 0.04 0.02 0.24 6.21 115.0 
50 15 19.3 0.39 0.04 0.03 a担 6.82 171.1 
30 22 19.3 O.調 0.07 0.03 0.26 3.58 1却1.5

10 羽 19.4 0.38 0.06 0.04 0.20 0.76 165.6 

33 19.4 0.37 0.05 0.04 0.18 0.03 137.9 

H14.11.16 100 。 15.3 O.掲 0.54 0.16 1.∞ 3.48 92.6 
50 5 14.9 O.相 0.55 0.15 1.∞ 4.24 127.1 

30 8 14.9 0.51 0.59 0.16 1.02 1.16 111.2 
10 18 14.9 0.46 0.57 0.15 O.伺 0.32 126.2 

35 15.0 0.48 0.47 0.15 O.朗 0.02 122.3 
H14.12.4 100 。 10.8 0.53 0.54 0.16 aω 20.39 147.2 

50 7 10.8 0.57 0.58 0.17 2.98 18.91 1朗.9

30 12 12.1 0.44 0.27 0.20 Z却 3.91 107.7 

H15.1.8 100 。 5.9 2.75 0.28 0.09 0.61 5.16 153.6 
50 40 5.7 3.39 0.28 0.09 0.61 5.窃 158.7 

H15.2.4 100 。 5.2 1.86 0.44 0.08 a調 4.69 129.2 
50 4 4.9 2.07 0.37 0.08 0.48 6.31 201.9 
初 19 4.8 2.54 0.22 0.10 a舗 a羽 188.5 
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付表 1ー 2 基礎生産量調査等の結果(東田沢)

月日 光量水深探氷水温 ヲロロ74ba NH4 P04 NOs+N~ 基礎生産 POC 
(%) (m) ("C) (mg!トン) (μmol) (μmol) (μmol) (mgCIトン11ヨ) (mgCIトン)

H14.4.17 100 。 10.7 0.67 0.15 0.09 0.16 1.40 102.3 
50 4 10.7 0.60 0.45 0.05 2.29 3.46 99.3 
却 7 10.6 0.50 0.11 0.04 0.06 1.67 112.1 
10 15 10.1 0.32 0.14 0.06 0.04 0.12 86.6 
却 8.9 0.63 0.21 0.09 0.08 0.01 101.4 

H14.5.15 100 。 12.6 0.14 0.50 0.02 2.75 1.90 73.7 
50 6 12.6 0.09 0.08 0.02 0.08 3.31 124.2 

30 9 12.6 0.16 0.05 0.02 0.03 1.79 125.4 
10 19 12.1 0.17 0.08 0.01 0.04 0.37 107.3 
1 30 11.6 0.39 0.09 0.06 0.03 0.03 142.5 

H14.6.17 100 。 17.3 0.23 0.31 0.12 0.29 1.72 1話~.6

50 5 16.7 0.12 0.12 0.18 0.22 1.99 124.8 
却 8 16.5 0.11 0.11 0.18 (}.07 1.21 118.8 

10 16 16.1 0.17 0.10 0.07 0.11 0.37 159.7 
32 14.5 0.99 0.12 0.08 0.14 0.03 135.3 

H14.7.17 100 。 23.1 0.25 0.24 0.08 0.21 18.68 153.4 
50 4 21.7 0.20 0.10 0.08 0.17 20.97 152.2 
30 7 21.4 0.18 0.12 0.10 0.16 9.85 1刀'.8

10 15 20.2 0.22 0.10 0.07 0.12 0.87 120.4 

20 19.7 0.35 0.15 0.14 0.11 0.05 114.4 
H14.8.7 100 。 22.3 0.38 0.04 0.05 0.12 1.48 69.5 

50 4 22.3 0.42 0.05 0.05 0.17 2.40 n.2 
30 7 22.2 0.31 0.03 0.04 0.09 0.73 82.0 
10 15 21.4 0.33 0.14 0.04 0.09 0.16 81.6 

30 19.9 0.75 0.14 0.03 0.10 0.01 101.9 
H14.9.19 100 。 21.6 0.21 0.02 0.04 0.17 0.49 78.8 

50 5 21.5 0.17 0.04 0.04 0.13 0.87 120.9 

30 8 21.5 0.17 0.01 0.06 0.11 0.50 136.0 
10 18 21.6 0.22 0.04 0.05 0.11 0.13 113.7 

33 21.6 0.44 0.15 0.15 0.98 ，0.03 2倒 .3
H14.10.24 100 。 17.9 1.59 0.04 0.14 0.79 20.釦 却5.8

50 4 17.8 1.07 0.01 0.14 0.85 17.79 181.5 
30 7 17.8 1.14 0.00 0.13 0.73 7.12 166.1 
10 14 17.1 1.24 0.02 0.15 0.84 0.91 156.7 

27 16.8 0.42 0.13 0.16 1.13 0.02 112.3 

H14.11.20 100 。 13.1 0.38 0.29 0.18 1.75 1.39 88.0 
50 4 13.1 0.35 0.26 0.17 1.n 1.91 106.5 

30 7 13.1 0.35 0.26 0.17 1.67 0.25 82.1 
10 15 13.1 0.38 0.27 0.18 1.63 0.05 104.2 
羽 12.6 0.30 O.∞ 109.4 

H14.12.18 100 。 8.5 0.43 0.37 0.20 2.00 1.27 58.5 
50 5 8.9 0.43 0.35 0.19 2.01 1.44 73.4 
30 8 8.9 0.46 0.40 0.19 1.92 0.46 85.2 

10 18 8.9 0.41 0.33 0.19 1.91 0.05 94.8 

33 9.0 0.51 O.却 0.21 1.79 0.00 146.0 
H15.1.8 100 。 5.4 3.25 0.12 0.06 0.66 6.27 125.1 

50 4 5.4 3.19 0.17 0.07 0.61 7.13 136.0 

30 7 5.4 3.28 0.13 0.07 0.63 2.49 151.9 
10 14 5.3 3.38 0.12 0.09 0.62 0.48 143.4 

27 5.1 3.22 0.05 0.09 0.50 0.02 176.8 
H15.2.4 100 。 4.4 1.70 0.07 0.05 0.29 3.64 142.5 

50 4 4.4 1.80 0.11 0.06 0.29 7.01 147.9 

30 6 4.4 2.20 0.05 0.05 0.28 2.46 162.1 

10 12 4.4 1.98 0.22 0.07 0.28 0.60 161.4 

24 4.5 2.40 0.14 0.06 0.22 0.02 121.3 
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付表2 久栗坂における採水時の光量

単位:Ilmol 
光量(%) 4/17 5/15 6/13 7/9 8/1 10/17 12/4 1/8 2/4 
100 166 512 相 4 459 160 115 3飽 170 396 

50 回 256 202 230 80 58 184 85 198 

33 55 169 133 151 53 38 121 131 

10 51 40 46 16 12 

1 5 5 2 1 

底掴 52 5 24 。。。55 105 98 

付衰3 基礎生産量調査等の全層平均(単位面積当り)結果

探氷水混何回.fJba地点 月日 NH4 PO .. No，+NOz 基礎生産 POC 
ぬ〉 (mK!m) (μmol) (μmol) (μmol) (moC/n1l目) (moC/ni) 

久栗壇 H14.4.17 10.1 1.08 0.11 aω 0.10 1印'.8 5，644 

H14.5.15 12.1 0.78 0.20 0.07 0.14 23.1 6，066 
H14.6.13 15.7 a柑 0.10 0.13 0.19 112.2 8，858 

H14.7.9 17.5 0.27 0.13 0.06 0.22 159.0 8，174 

H14.8.1 21.9 0.20 0.13 0.03 0.21 57.3 5，761 

H14.9.9 21.8 0.22 0.11 0.18 1.回 9.6 7，138 
H14.10.17 19.4 0.37 0.05 0.03 0.26 157.3 6，447 

H14.11.16 15.0 0.47 0.54 0.15 0.92 調1.3 5，974 
H14.12.4 11.3 0.51 0.45 0.18 2.69 571.1 4，093 

H15.1.8 5.8 3.07 0.28 O.伺 0.61 2掲，.5 8，224 

H15.2.4 4.9 2.27 O.却 0.09 0.42 220.9 8，201 

東田沢 H14.4.18 9.9 。凋 0.19 0.07 0.29 25.8 3，2担

H14.5.15 12.2 0.21 0.11 0.03 0.27 37.2 4，827 

H14.6.17 15.9 0.38 0.13 0.11 0.14 24.1 5，026 

H14.7.17 20.6 0.25 0.13 0.09 0.14 1n.6 3，904 
H14.8.7 21.2 0.46 0.10 0.04 0.10 17.6 2，倒6

H14.9.19 21.6 0.25 0.06 0.07 0.31 10.0 6，898 
H14.10.24 17.2 0.98 0.04 0.15 0.89 152.6 4，346 
H14.11.却 13.0 O.掲 0.27 0.17 1.68 11.5 4，177 
H14.12.18 8.9 0.44 0.34 O.却 1.釦 12.7 3，533 

H15.1.8 5.3 3.29 0.11 0.08 a弱 56.9 4，851 
H15.2.4 4.4 2.11 0.16 0.06 0.26 47.1 5，094 

※海底付近のデータがないため、量深探水層データを代用して計算

nu 
の
L



付表4 動物プランクトン (200μm以上)の種類別出現教の推移

~轟轟t百轟】 車畠:置1f/nf
幽宮量 4/17 5/15 自i/13 719 8/1 9/9 10/17 1116 1214 118 214 

ゴカイ 。 。 3，200 。 。 3，200 。 1，600 4，600 4，600 11，200 
ミジンコ類 。 6，400 12，600 94，初。 33，脱却 。 1，ωo 。 。 。 。
ノウプリウス 64，0∞ 46，400 44，800 宮9，2凹 24，償却 9，ωo 24，000 54，4∞ 41，閃O 94刈O 51，200 
コペ200-鈎0μm 107，200 110，400 59，200 369，ωo 188，8∞ 48，似淘 83，200 1鈎，4ω 112，000 136，0ω 64，0∞ 
コペ500-10∞μm 44，800 62，400 22，4ω 89，ω。 73，800 16，000 20，800 35，2∞ 14，400 27，200 8，4ω 
コペ10∞~μm 。 1，ωo 1，創lO 。 。 1，鈎O 1，6∞ 。 。 1，1縦割。 。
二枚貝，巻貝 33，800 9，臥淘 17，800 113，ω。 9，縦訓。 6，4ω 4，800 36，800 72，000 108，600 48，4ω 
甲殻類 。 3，200 。 。 。 。 。 1，鋭淘 。 。 。
車車皮動物 。 。 4，600 6，ω。 8，似国O 。 6，400 1，800 。 3，200 。
コケムシ、ホウキムシ 。 。 。 。 。 61判。 。 。 1，鈎O 4，600 。
ホヤ類 3，200 81，ω。 38，400 76，800 99，200 36，鈎O 22，400 27，200 16，000 40，000 41，800 
その他 。 。 。 。 1，600 。 。 。 。 。 。
ヤムシ 9 。 。 。 。 1，敏)0 3，200 1，6ω 4，800 1，800 3，200 
ーゲ 。 。 。 。 。 。 1，6ω 。 。 。 。
t(ヤムシ、クラゲ除。 gg関o 321，800 204，800 649，ωo 438，4∞ 128，0ω 164，800 348，800 262，400 420，800 220，800 

宵f

4/17 5/15 自/17 7117 8/7 9/19 10/24 111初 12118 118 214 
lイ 1，600 3，200 1，脱却 。 1，ω。 3，200 3，200 61判。 1，鈎O

o q 
。

ミジンコ頬 1，800 。 14，4∞ 。 24，000 。 。 。 。 。
ノウプリウス 57，飢淘 1，6∞ 1，ωo 17，600 35，200 1，800 。 16，000 27，200 118"特O 16，000 
コペ200-5∞μm 57，猷)0 19，200 8，1∞o 174刈O 265，船。 38，400 。112，000 89，ωo 209，6ω 19，200 
コペ5ω-10∞μm 75，200 16，000 9，印。 36，800 33，1制加 。 。 14，400 41，600 ω，000 4，600 
コペ1000-p，m 3，200 1，ω。 3，200 。 1，ω。 。 。 3，200 。 1，800 。
二枚貝，巻貝 初0，∞o 包 400 11，200 49，800 41，600 36，800 。123，200 54刈O 324，8ω 14，4∞ 
甲殻類 。 1，創到。 。 。 3，200 。 。 。 。 。 。
練皮動物 3，200 。 3，200 。 3，200 。 。 。 16，0ω 。 。
ヨケムシ、ホウキムシ 。 。 1，印。 。 。 。 。 。 1色800 。 。
ホヤ鱈 9，ω。 。 8，∞o 。 84，創出目 12，創lO 。 3，200 22.400 41，600 17，1曹∞
その他 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
ヤムシ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
ク『ゲ 1，600 。 。 。 。 。 。 o 1創lO 0 。
査をtヤムシ、クず匪~ 409，600 65，800 ~特o 278刈O 494，400 92，800 ~ 278，400 265，600 ，:' 7褐.000 ~ 

付表5 動物プランクトン (200μm以上)の種類別摂餌量の推移

卑畠墨重量蓮i 車畠 m，c/nf/富.彊 4/17 5/15 6/13 7/9 8/1 9/9 10/17 1116 1214 118 214 
ゴカイ 0.0 0.0 18.3 0.0 0.0 48.3 0.0 18.1 23.8 10.2 18.4 
ミジンコ類 0.0 15.0 42.8 112.0 125.4 0.0 窃.9 0.0 0.0 0.0 0.0 
ノウプリウス 20.1 18.6 26.8 73.5 30.5 11.3 22.2 27.6 14.0 15.0 7.3 
コペ200回初0μm 33.9 53.6 43.8 360.2 303.1 67.4 86.9 128.2 48.4 31.3 13.3 
コペ500-1000μm 32.4 54.4 31.4 136.1 187.1 40.9 45.8 42.5 10.8 11.2 2.3 
コペ1∞0四 μm 0.0 3.1 14.8 。.0 0.0 8.2 29.4 0.0 0.0 2.6 0.0 
二枚良，巻貝 1.1 0.3 0.6 32.5 29.6 0.2 0.2 1.2 2.4 3.7 1.6 
甲殻頬 0.0 15.6 0.0 。.0 0.0 0.0 0.0 鐙A 0.0 0.0 0.0 
線皮動物 0.0 0.0 19.3 38.2 57.8 0.0 52.9 20.4 0.0 14.8 0.0 
ヨケムシ、ホウキムシ 0.0 0.0 0.0 。.0 0.0 57.0 0.0 0.0 11.6 8.9 0.0 
ホヤ類 0.1 3.9 2.8 5.5 61.4 1.1 40.5 21.2 0.8 2.5 1.9 
その他 0.0 0.0 0.0 0.0 54.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ヤムシ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 29.7 41.5 18.0 20.4 9.5 15.1 
クーゲ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 29.7 0.0 0.0 0.0 0.0 
査室[ヤムシ、クラヂ雇く) 87.7 164.5 200.5 758.1 649.7 234.4 333.7 281.7 111.8 100.0 44.8 

U!!I&亘書i 皇畠:m届/nf/13
重量 4117 5/15 6/17 7/17 817 9/19 10/24 111却 12118 118 214 

ゴカイ 6.4 9.2 23.9 0.0 35.6 38.0 39.3 27.8 13.8 0.0 。'.0
ミジンコ媛 6.5 0.0 36.9 。。 ω.9 0.0 0.0 0.0 0.0 。。 0.0 
ノウプリウス 16.2 0.9 1.3 21.5 42.8 2.7 0.0 6.9 6.5 20.0 2.1 
コペ200-500μm 18.8 10.1 4.9 247.3 406.8 50.7 0.0 61.4 30.9 46.2 3.6 
ヨペ弱0-10ωμm 48.0 16.0 15.0 81.8 79.3 0.0 0.0 13.7 24.1 31.8 1.6 
コペ10ωーμm 6.3 3.1 9.0 0.0 7.7 0.0 0.0 35.8 0.0 1.5 0.0 
二枚貝，巻貝 6.7 0.8 0.4 1.7 9.1 1.2 0.0 4.1 1.8 10.9 0.5 
甲殻類 0.0 9.5 0.0 0.0 ω2  。'.0 0.0 0.0 0.0 。1.0 0.0 
蘇皮動物 6.2 0.0 25.9 0.0 33.4 。'.0 0.0 0.0 15.0 0.0 0.0 
コケムシ、ホウキムシ 0.0 0.0 58.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 19.1 0.0 0.0 
ホヤ類 0.4 0.0 0.6 0.0 3.6 39.4 0.0 0.3 0.7 1.2 0.6 
その他 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ヤムシ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
クーゲ 8.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.8 0.0 0.0 
査室{ヤムシ、クラゲ藍Q 115.5 49.4 176.1 352.3 759.4 132.0 39.3 149.9 112.0 111.7 8.4 



付表6 動物プランクトン (200μm以上)の種類別排浩量の推移

卑畠轟轟軍書i 車畠:mp;91耐/目
重橿 4117 5/15 邑113 7/9 8/1 9/9 10/17 1118 1214 118 214 

ゴカイ 0.0 0.0 6.6 0.0 0.0 17.4 0.0 6.5 8.6 3.7 6.6 
ミジンコ類 0.0 5.4 15.4 40.3 45.1 0.0 20.1 0.0 0.0 。。 0.0 
ノウプリウス 7.3 6.7 9.6 265 11.0 4.1 8.0 9.9 5.0 5.4 2.6 
コペ200-500μm 12.2 19.3 15.8 129.7 109.1 24.3 31.3 46.1 17.4 11.3 4.8 
コペ500-1000μm 11.7 19.8 11.3 49.0 67.4 14.7 165 15.3 3.9 4.0 0.8 
コペ1000-μm 0.0 1.1 5.3 0.0 0.0 2.9 10.6 0.0 0.0 0.9 0.0 
二枚貝，巻貝 0.3 0.1 0.2 9.8 8.9 0.1 0.0 0.4 0.7 1.1 05 
甲殻類 0.0 5.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.1 0.0 0.0 0.0 
車車皮動物 0.0 0.0 7.0 13.8 20.8 0.0 19.0 7.4 0.0 5.3 0.0 
コケムシ、ホウキムシ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 205 0.0 0.0 4.2 3.2 0.0 
ホヤ領 0.0 1.4 1.0 2.0 包.1 0.4 14.6 7.6 0.3 0.9 0.7 
その他 0.0 0.0 0.0 0.0 19.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ヤムシ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.7 14.9 6.5 7.3 3.4 5.4 
クーゲ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ~0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 
査室(ヤムシ、クラ手盤Q 315 59.2 72.2 271.0 抑制 95.1 145.7 107.8 47.5 39.2 21.4 

u田昌i墓謹i 車畠・m盛Inf/!3
彊彊 4117 5/15 邑117 7/17 817 9/19 10/24 11120 12118 118 214 

ゴカイ 2.3 3.3 8.8 0.0 12.8 13.7 14.1 10.0 5.0 0.0 0.0 
ミジンコ類 2.4 0.0 13.3 0.0 29.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ノウプリウス 5.8 0.3 05 7.7 15.4 1.0 0.0 2.5 2.4 7.2 0.8 
ョペ200-500μm 6.8 3.6 1.8 89.0 1465 18.3 0.0 22.1 11.1 16.6 1.3 
コペ500-1000μm 17.3 5.8 5.4 295 285 0.0 0.0 4.9 8.7 11.4 0.6 
コペ1000-μm 2.3 1.1 3.2 0.0 2.8 0.0 0.0 12.9 0.0 05 0.0 
二枚貝，巻貝 2.0 0.2 0.1 05 色7 0.4 0.0 1.2 05 3.3 0.1 
甲殻績 0.0 3.4 0.0 0.0 21.7 0.0 。1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
車車皮動物 2.2 0.0 9.3 0.0 12.0 。'.0 0.0 0.0 5.4 0.0 0.0 
コケムシ、ホウキムシ 0.0 0.0 20.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.9 0.0 0.0 
ホヤ類 0.2 0.0 0.2 0.0 1.3 14.2 0.0 0.1 0.3 0.4 0.2 
その他 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
ヤムシ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 。1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
クラゲ 3.1 0.0 0.0 。町。 0.0 0.0 0.0 0.0 6.0 0.0 0.0 

金mヤムシ、ク~麗Q 44.2 17.7 飽A 126.7 272.8 475 14.1 53.7 46.2 39.6 3.0 
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付表11 水深別、種類別の徹小動物プランクトン (20.....200μm以下)排漕量
畠隼:m，C/rrl/B

地皐 H 霊園 4/17 5/15 8/13 719 8/1 9/9 10/17 1115 12/4 118 2/4 

久JJl1a 1001繊毛虫 凪邸量S 0.018 且側栂 D.2f18 。1:184 凪150 削 34 aω7 aωs o.悌畠 且創出5
.1-'プリウス 血188 o.倒2 0.5飽 Z側掬 。成掲 aぉs 0.207 0.377 aωs 帥沼 血偲7

=放貝 0.017 0.020 也健7 0.012 
その501.毛虫 且信i3 0.003 0.0ω 0.528 且137 0.428 0.226 0.084 aωs aωs a町掲
.1-'プリウス 0.241 0.586 0.305 0.255 0.757 0.599 0.287 0.1腿 0.014 0.017 

二棟艮 且健t 0.008 0.0跨 0.071 0.082 0.013 o.倒沼 且副理

その鎗 且1ω 凪似国5

301・毛虫 o.舗2 0.086 o.鍵日 1.200 0.228 血1弱 0.139 0.0ω o.錨2 凪健M
.1 ..... プリウス 0.偲1 0.182 0.419 0.380 0.偶1 0.971 0.&締 0.287 0.1ω 0.020 

ニ核貝 凪侭S 0.012 a似渇 乱飽S 0.041 0.015 凪鑓4 0.023 
その
10直線毛虫 且111 0.215 0.510 0.111 0.217 0.102 o.偶碑
Jープリウス 0.134 0.435 0.722 且備7 2.1“ 。絹7 0.234 

=枚見 o.似8 0.015 0.0飽 0.0ω 0.029 aωs 

その飽 0.110 

1"織毛虫 0.080 0.496 G.278 血265 0.210 也飽4
Jープリウス o.ωg 0.5お 0.078 0.187 0.371 0.517 

二被貝 0.0銅 凪側18 0.074 0.08。

その

皇隼:m，C/rrll日
地皐 重鍾 盆量 4/17 5/15 8/17 7119 8/7 9/19 10/1U11/鈎 12/18 1/8 214 
東田沢 100蝿繊毛虫 0.024 o.似指 也鑓7 0.845 0.131 血183 削“ 0.018 0.018 0.01謁 0.01謁

.1-プリウス 0.467 0.827 0.439 邑鈎t 0.1n 1.鑓S M舗 0.257 o.on 0.061 o.似4
ニ被貝 O.CK渇 ω飽 O.CK庖 0.080 0.0ω 0.1舗 血120

その盤 0.038 

5四車線毛虫 0.029 0.061 0.352 0.2鍵 且183 0.118 山花 ωω  0.030 0.008 aωa 
Jープリウス 凪818 0.655 2.018 a褐t 0.5蔚 o.s割 0.71濁 D.28O 0.018 0.飽t 0.側抱

二枚貝 aω1 0.0:担 0.092 0.0:飽 帥 04 0.例串 0.01割目 0.048 0.034 

その盤 0.010 

筑'"織毛虫 0.107 0.015 0.813 帥“ 0.159 0.0笥 0.08。 0.011 0.018 0.022 0.0'市

Jーブリウス 凶援 0.581 凪7ω 1.183 3.81掬 1.31褐 0.384 0.280 0.0闘 0.039 0.01自由
ニ根県 且124 0.0'河 0.0鈎 0.012 0.010 aω2 0.020 0.121 凪倒M

その盤 0.017 

101 .毛虫 0.018 o.ωt 0.112 0.430 0.21褐 D.226 0.008 0.0ω 帥河 且，014
Jーブリウス 凪邸12 0.1飽 0.175 0.780 Z再掲 D.292 0.848 削陸 0.21淘 0.021 0.046 
三被貝 且194 且187 o.関S 且側M o.on 0.080 0.173 制限 0.018 

その盤 0.0lI0 0.012 

1".毛虫 凪側島4 0.018 ωω  0.238 0.372 O.CK掲 0.018 0.013 o.似2 乱飽7

Jープリウス 0.21掲 凪104 0.243 1.731 。'.468 0.387 0.054 0.017 0.0褐 私個圏畠

三枚貝 0.015 0.008 0.008 色刷。 0.018 o.制施 o.oc栂 o.側栢

圭笠盤 0.032 0.178 

付表12 単位面積当りの微小動物プランクトン (20.......200μm以下)排浩量
皐隼:m謡'/rrl/B

盤慮 4/17 5/15 8/13 7/9 8/1 9/9 10/17 11/5 12/4 1/8 2/4 

急車重 10 

ー

31 関 13 88 調 初 10 5 4 

盤皐 4/17 5/15 書1/17 7/19 8/7 9/19 10/24 11/20 12118 1/8 2/4 

車図沢 18 17 33 42 " 25 25 

ー

a 7 4 
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付表13 聾殖ホタテガイ 1個当りの時期別の摂餌量、排?世量

単位:mgC/個体/日

時期 成長量呼吸量放卵量捧耀量摂餌量

0年目 8月 0.00 0.79 0.34 1.13 

9月 0.58 1.48 0.88 2.94 

10月 0.58 1.59 0.93 6.10 

11月 7.52 4.21 5.02 10.75 

12月 5.70 4.49 4.37 14.57 

1年目 1月 7.82 4.92 5.46 18.20 

2月 11.48 5.88 7.44 24.80 

3月 14.95 7.55 0.47 9.79 32.62 
4月 15.59 10.45 1.54 11.62 38.74 

5月 1.77 13.30 0.65 6.65 22.17 
6月 18.19 20.32 16.50 55.01 

7月 14.70 31.03 19.60 65.32 

8月 0.00 42.84 18.36 67.20 

9月 0.00 45.29 19.41 64.69 
10月 0.00 32.76 14.04 46.81 
11月 9.89 26.42 15.56 51.88 

12月 26.10 23.39 21.21 65.70 

2年目 1月 17.26 20.46 16.17 78.89 

2月 36.60 21.27 24.80 82.66 

3月 23.02 22.66 15.90 24.35 71.17 

4月 0.00 25.05 10.46 13.87 46.24 
5月 10.44 32.48 18.40 61.32 

6月 25.60 44.99 30.25 100.85 

7月 8.叩 62.42 30.57 116.88 

8月 0.00 78.62 33.69 124.31 
9月 0.00 95.22 40.81 116.03 

10月 0.00 66.37 28.44 94.81 

11月 5.部 50.15 24.04 80.12 
12月 13.20 39.73 22.69 75.62 



付表14 酉湾、東湾におげる聾殖ホタテガイの現存枚数、摂餌量、排耀量

4買
ー買 ー買

7買
ー買 ー買

酷静:甜隼鵬量~庫川/日
重冒 豊富盟 主箆 10"" 11買 1211J 1月 2買 311 
現存核商 半成見四年目 事特訓" 343，000 虫樋Aω 事関.aoo 穏健AOO 331.000 ヨ自身"• t年目 詔書，200 1112.5ω 40，8ω 

旨計 zaEm 
l年目

tusω ~ 

t年目 215，484 213，85B 211，3鴎 185，821 164.515 153，1155 1制，110 141，4118 139，8舗 138，84官 、軍i1Jl阜、 1鍵，451
2年目 125，253 113，850 78，946 38，0唱。 唖，偶蹄 3，946 1112 223 11栂 51 7 e 
合計 340，737 留軍車登 280.301 割卸 110.810 aa制掬 310，ρ剖 制担 製自!!J.!! 351，148 ai4.320 輔畠E

茸扇rviI年目 1241偶蹄 1斜.倒抱 122.l担51 120，724 120.221 刊11，738 1111，245 
1年目 118，71揚 刊8.2118 117，7苅 117，128 64，114 輪車24 38，540 31.2118 27，骨ω 鶴2鍵 包畠飽 剖，472
2年目 20，528 18，485 14，8711 11，181 4，8眠 2.881 24 12 11 1 -0 -0 

合監 閣謹 唖剤 1霊色調 惚盟関 !y!!!! 
地まき用縄県

1m!室 tω担 1軍事担E 148，811‘ 148.5m ~ 140，717 
合併 制掴，221 1157，陣 483.製蹄 制8，121 2揖1，410 制限a15 81l情舗 a由民百回 841，812 竃諭車両 脳趨S駒 8111，145 

京湾辛.風 E年目 140，000 1ω'，000 138，1ω 官軍8，200 135.8ω 135，000 134AOO 
t年目 1お』網 苅，500 18，7UO 
合齢 taaω ~ 18，100 。 。 140，000 140，000 1掲Jω 1鵠謹 ~盟 唱脚 ~ 

篭 。年目 123.0ω 123，制加 121，384 1111，71拘 1111，2鈎 118，πB 118，2飽
1年目 117，7掴 118_ 115，541 101，582 811，11掲 83，8初 78，71却 77~国 荷，481 75，854 74，8創 理，4c施

2年目 鍋，472 健!，2113 43，1鎚 111，8騎 "鍵 邑157 4掲 122 畠7 a 4 s 
合計 tm12711 17・謹 ~聾 ~ 曹邑2EE 担畠笠 割腹278 1銅盤宣 T堕o!!! 1115，241 1SS縦揺 1ω畠宣

茸吊1:1 0年目 2781制加 278.0ω 釘宮~.3211 2描:nrr 官1117，8圃島 篇樋.50・ 箆語，，418
t年目 264~ 割抱畠制 282，154 割拘Z司畠 187，2:罰 刊2，458 畠唱~1 電聞臨 鍵2濁 58，520 52，881 ‘，7m 
2年目 絹且網 41，ogg おS制 2O~鍵 10，432 5，8個 調 宮島 24 2 。 。
合計 別l!.!!1! 割MB43 舗~ 鑓1.!!!! 1117，盟主 制畠 宙誕 純血畠 SMM  建!!J!! 割~盟 31醤盟

地まき用彊貝 51.807 1位S鴎 ~ 1泊JJl. 138.218 137.851 担S提 51.818 
合計 鍋1，811喝 司睦島唱S 410 .. 制 4鍵，384 箆栂'，8111 舗s.aos 840.318 817，743 801，100 ~，820 司10.217 尉栂，120

SE餌量商湾半.民自年目 2 

ー

11 望畠 27 お 45 
官年目 58 41 s 。 。 。 。 。 。 。 。 。
合計 58 41 s 。 。 2 

ー

11 舗 27 濁 45 
篭 。年目 1 4 

ー

13 18 忽 30 
1隼目 39 48 28 57 曹畠 57 担 37 40 51 関 81 
2年目 関 28 27 初 4 s 1 。 。 。 。 。
合計 811 75 国 77 

“ 
81 弱 44 璽昆

ーー

82 例

耳吊LJ 0年目 1 2 4 7 10 12 18 
t年目 鍾 宮島 15 宮島 31 18 13 

ー ー

10 10 10 
2年目

ー

5 5 s s 2 。 。 a 。 -0 -0 
合計 初 " 鵠 41 34 卸 15 12 15 19 a 28 

地事き用植民
合計 178 147 苅 118 宮E 筒 77 鴎 89 115 1調 182 

.湾半成員。年冒 s 5 7 a 11 
1年目 15 10 
合計 15 1也 。 。 t s 5 7 

ー
11 

竃 。年目 。 t 2 4 

ー

7 10 
1年目 13 15 

ー

屯魯 2畠 18 17 12 13 17 20 m 
2年目 18 10 

ー

7 1 。 。 。 。 。 。
合計 a 望h 17 箆 創 m 18 15 18 宜E z1 30 

耳吊LJ 0年目 1 s 

ー

10 13 16 n 
T年目 28 34 19 48 41 25 18 11 11 13 14 13 
E年目 11 

ー

7 7 4 2 。 。 。 。 。 。
合計 40 40 28 弱 45 n 20 18 重量 舗 30 35 

地ift用.鳳
ー

s 5 7 s 4 

合計 811 活 45 80 88 富島 41 37 48 喧邑 喧晶 80 
歯車績量酉湾聾殖 。年目

ー

s 

‘ 
111 18 魯 27 

t年目 38 34 14 a 27 m 19 13 15 19 14 割
2年目 却 10 10 a 2 1 。 。 。 。 。 。

地容を用穂員
合計 58 制 箆 舗 28 23 a 17 33 38 35 411 

東員事費調・ 。年目 1 2 2 

ー ー

9 13 
1年目 17 18 ' 鈎 18 12 10 7 7 10 7 10 
2隼目

ー ー

s 4 1 。 。 。 。 。 。

地.~II.. 2 。 。 。 2 2 1 1 
合計 泊 望邑 13 24 舗 14 12 

ー

18 111 17 24 
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付表15 地まきホタテガイ 1個体当りの時期別の摂餌量、排耀量

単位:mgC/個体/日

期間 成長量呼吸量放卵量排班量 摂餌量
0年目 8月 O. 10 0.39 0.21 O. 70 
9月 0.49 0.81 0.56 1. 85 
10月 0.49 1. 17 0.71 2.36 
11月 4. 11 2.57 2.86 9.54 
12月 4.77 2.84 3.26 10.86 

1年目 1月 5.40 3.07 3.63 12.09 
2月 5.40 3.38 3. 76 12.54 
3月 5.40 4.07 4.06 13.53 
4月 2.97 4.94 3.39 11.29 
5月 2.97 6.03 3.86 12.86 
6月 2.97 7.38 4.44 14. 79 
7月 1.45 8.91 4.44 14.81 
8月 O.∞ 10.65 4.56 15.21 
9月 O.∞ 11.31 4.85 16. 15 
10月 5.31 13.49 8.06 26.86 
11月 20.60 15.10 15.30 51.01 
12月 20.60 13.26 14.51 48.37 

2年目 1月 11.57 11.55 9.91 33.03 
2月 10.44 11. 06 9.21 30.71 
3月 7.48 11.82 2.94 9. 15 30.50 
4月 4.51 13.63 6.28 9.66 32.20 
5月 O.∞ 14.70 1. 52 6. 76 22.53 
6月 O.∞ 15.93 6.83 22. 76 
7月 O.∞ 18.37 7.87 26.24 
8月 1. 20 24.61 11. 06 36.87 
9月 1.20 29. 77 13.27 44.24 
10月 13.07 34.23 20.27 67.57 
11月 10.10 28. 10 16.37 54.57 
12月 19.∞ 21.49 17.35 57.84 

3年目 1月 19.38 18.53 16.25 54.16 
2月 21.03 17.89 16.68 55.60 
3月 16.15 19.29 5.89 16.96 56.52 
4月 1.78 21.69 12.56 13.83 46.09 
5月 O.∞ 24.23 3.04 11. 30 37.65 
6月 O.∞ 27.43 11.75 39. 18 
7月 O.∞ 32.09 13. 75 45.84 
8月 O.∞ 42.57 18.24 的.81
9月 2.97 51.61 23.39 77.97 
10月 14.83 56.88 30. 73 102.45 
11月 14.83 45.97 26.06 86.86 
12月 14.83 32.91 20.46 68.20 

0
0
 



付表16 東湾における地まきホタテガイの現存枚数、摂餌量、排逝量

事百一→「丙京
現存枚数 3年員

2年員
1年貝
O年員
合計

摂館量 2年貝
1年良

0年員+残存寅
平均

排池量 2年貝
1年貝

0年貝+残存寅

平絹

4月 5月 8月 7月
32刈)5 28.783 23.310 19.7田
99，882 95，732 79絹8 60，563 
131.銃犯 128.820 125，807 122.334 
o 0 0 0 

264.119 253.335 228，575 202.6ω 
141 91 81 80 
61 68 77 75 
81 59 48 41 
94 73 68 65 
34 お 24 24 
'18 20 23 22 
18 16 14 12 
24 21 20 20 

現存枚数:干個体

8月 9月 10月 11~

16，549 13.6ω10.375 7~ 
弱.211 51月1 49.270 46.474 
118.860 115.386 113，527 111.668 
o 0 0 0 

190.619 1風，785 173.172 1邸刈淘
1a 1~ 177 134 
75 77 126 236 
46 49 52 34 
76 82 118 135 
32 36 53 40 
22 23 36 71 
14 15 16 10 
おおお 40

付表17 東湾における底生生物の現存数

調査月日
昭和54年10月
昭和58年9月
昭和62年9月
平成3年9月
平成7年9月
平均

願
-m一
民

間

制

問

単位:個体1m
盟星翠
42.5 

10.7 

3.9 

3.2 

2.1 

5.0 225.5 

提創量、排池量:maC/ni'1日
12月 1月 2月 3月
5.579 4ρ96 2.613 1 ，350 
43.7'帥 41.指7 36，940 34，2(ぉ
1関，808 107.999 106.190 104.361 
86.154 85，253 84.鰐国~ 83周1
Z45.301 239.1a 232.094 223.3舗
133 . 119 113 99 
220 148 135 132 
45 48 46 39 
1~ 100 ~ 90 
40 36 34 27 
86 44 40 36 
13 15 14 11 
40 鍵 29 25 

※二枚員養殖漁場における適正収容力に関する研究(膏轟県水産増殖センター、 1986年〉
及び陸奥湾漁場保全対策基礎調査(青森県水産増殖センター、 1995年〉より披粋

E璽
279.3 

150.0 

135.4 

92.1 

17.4 

98.7 

付表18 東湾におげる底生生物の摂餌量、排浩量

単位:m量CIぱ/日
種類 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

摂餌量 13.8 12.2 10.7 13.8 16.9 20.1 23.2 21.6 20.1 18.5 16.9 15.4 
排漉量 3.7 3.1 2.5 3.7 4.9 6.1 7.3 6.7 6.1 5.5 4.9 4.3 

付表19 養殖漁場における有機炭素を指標とした物質収支

豊島m，C/ni'1日
地域 項目 1月 2月 ~ 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
茜湾収入基礎生産 121.5 468.0 2112 201.3 144.1 172.4 344.8 135.8 283.1 156.0 65.8 258.7 

漁場外からの添加 98.7 0.0 21.0 21.0 69.1 60.5 52.3 141.6 62.9 62.9 32.1 21.0 
ホタテガイ誹灘 35.8 41.7 48.7 弱 7 お3 18.6 32.2 23.1 18.6 18.5 13.6 お.3
動物プランクトン排灘 23.8 24.6 24.7 29.0 55.1 77.6 178.9 135.4 1562 110.0 41.5 59.5 
養殖付書官物排灘 1.5 152 8.8 2.4 17.5 13.5 7.0 0.7 0.1 1.4 12 1.6 

支出沈降量 78.0 2ω‘3 78.0 78.0 43.7 57.7 71.0 7.8 53.8 53.8 36.7 78.0 
ホタテガイ摂鰐 114.6 165.7 162.3 177.7 117.6 62.1 101.3 77.8 67.9 61.5 54.6 88.7 
動物プランクトン摂餌 652 65.5 64.7 77.1 153.1 213.6 特9.9 373.5 429.3 300;1 115.0 163.0 
養殖付着物摂餌 5.1 50.6 29.3 8.1 58.4 44.8 23.3 2.4 0.5 4.7 3.9 5.4 

東湾収入基礎生産 51.1 163.0 92.6 80.1 151.1 68.6 281.0 98.9 84.5 101.4 27.5 18.8 
温場外からの添加 29.5 10.0 10.0 18.3 30.0 42.4 332 153.9 112.1 31.6 18.6 192 
ホタテガイ排j世 15.3 17.3 24.1 222 20.1 10.7 192 15.6 10.9 10.3 72 14.6 
動物プランクトン排池 13.0 13.0 29.9 24.7 45.9 36.0 146.4 126.4 110.2 622 22.3 19.1 
養殖付積物捧灘 0.1 3.0 32 0.1 7.3 2.6 32 0.6 0.0 4.4 2.1 0.0 

支出沈降量 7.8 78.0 78.0 13.3 69.4 33.5 60.1 7.8 7.8 64.7 10.9 62 
ホタテガイ摂創 492 68.4 802 71.0 66.9 35.8 63.9 52.6 39.9 34.4 29.3 362 
動物プランクトン摂餌 36.3 35.3 82.0 72.4 129.8 103.6 413.5 348.7 304.7 172.7 63.0 56.9 
養殖付着物援創 0.3 9.9 10.6 02 242 8.8 10.5 1.9 0.0 14.8 7.0 02 

nu 
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地まき漁場における有機炭棄を指標とした物質収支付表20

1年員

の漁場

2年員

の漁場


